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8月号の主な内容

●人　口　13,430人　前月比（1人増）
　　　　　　　　
●世帯数　5,774世帯
●15歳未満の年少人口　1,343人（比率10.0％）

●65歳以上の老齢人口　4,547人（比率33.8％）

●人口のうごき

〈2009（平成21）年6月30日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 39人　出生4人　　転入33人　　  職権2人
【男4人】 【男18人　女15人】 【男1人　女1人】

減少 38人　死亡13人　 転出23人　　  職権2人
【男6人　女7人】 【男9人　女14人】 【男1人　女1人】

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
HPアドレス　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
HPアドレス　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2009（平成21）年8月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉〈2009（平成21）年8月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉

発行／黒潮町役場

広報
2009年／平成21年

－No.41－
8月号

【男性6,324人  女性7,106人】

【男性685人  女性658人】

【男性1,788人  女性2,759人】

絹布絵／王迎地区「楽居」の

みなさんの作品

「蜷川河川プール」
今年もオープンしました～！！

～上川口小学校のみんなより～

今日は、待ちにまった上川口地区の河川プール開きでした。上川口小学校には、学校にプールがなく、

南郷小学校のプールを使って水泳の授業を行っていますが、この日は、自然の冷たい河川での授業、

みんな大はしゃぎで楽しんでいました（撮影：平成21年7月15日）

今日は、待ちにまった上川口地区の河川プール開きでした。上川口小学校には、学校にプールがなく、

南郷小学校のプールを使って水泳の授業を行っていますが、この日は、自然の冷たい河川での授業、

みんな大はしゃぎで楽しんでいました（撮影：平成21年7月15日）
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７
月
２
日
早
朝
、
白
浜
地
区
の

砂
浜
で
、
上
陸
し
た
と
見
ら
れ
る

ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
地
元
の
濱
口

博
一
さ
ん
が
発
見
し
ま
し
た
。
濱

口
さ
ん
が
足
跡
を
た
ど
る
と
、
ウ

ミ
ガ
メ
が
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
隙
間

に
挟
ま
れ
身
動
き
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
濱
口
さ
ん

と
役
場
の
職
員
数
名
と
で
ウ
ミ
ガ

メ
の
周
り
の
砂
を
取
除
く
と
、
動

き
だ
し
た
の
で
、
み
ん
な
で
抱
え

上
げ
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
か
ら

出
し
て
あ
げ
る
と
、
自
ら
体
を
動

か
し
海
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
町
内
で
は
、
今
年
も
数
カ
所
で

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
、

関
係
者
に
よ
っ
て
大
切
に
保
護
さ

れ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵

に
訪
れ
る
の
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
よ
り
砂
浜
が
美
し
く
保

た
れ
て
い
る
お
陰
で
す
。

　
４
月

２６
日
、
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第
８
回
社

会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

８１
人
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
町
内
ゴ
ル
フ
愛
好
団
体
の
ス
ン

タ
ラ
ー
ズ
・
錦
野
会
・
小
袖
会
が

主
催
、
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
、
黒
潮
町
後
援
）

　
６
月

２９
日
、
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
関
係
者
ら

か
ら
、
参
加
料
な
ど
の
一
部
と
募

金
で
購
入
さ
れ
た
車
イ
ス
４
台
が

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
今
ま
で
寄
贈

さ
れ
た
合
計

４７
台
の
車
イ
ス
を
町

内
に
無
料
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

第
２５
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会（
高
知
県
選
考
会
）〈
６

月
２１
日
春
野
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
〉
結
果

６
年
１
０
０
メ
ー
ト
ル
③
山
沖
真

菜（
中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ
）１４
秒

６７
／
５
・

６
年
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
②
中

村
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
Ｂ（
大
塚
香
菜
・
西

原
琳
・
本
山
綺
良
莉
・
山
沖
真
菜
）

５８
秒

８１
／
５
・
６
年
走
り
高
跳
び

①
山
沖
真
菜（
中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ
）１
メ

ー
ト
ル

２８
大
会
タ
イ
記
録
／
５
・

６
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
①
秋
田
圭

保（
中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ
）４５
メ
ー
ト
ル

６７

第
５５
回
全
日
本
中
学
通
信
県
大
会

〈
６
月
２７
日
春
野
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
〉
結
果

１
１
０
メ
ー
ト
ル
障
害

１
位
　
弘
瀬
将
利（
大
方
）

１５
秒

１１【
全
国
中
学
大
会
標
準
記

録（
１５
秒

２４
）突
破
】

走
り
高
跳
び

１
位
　
弘
瀬
将
利（
大
方
）

１
メ
ー
ト
ル

８５【
全
国
中
学
大
会

標
準
記
録（
１
メ
ー
ト
ル

８５
）突
破
】

第
４０
回
陸
上
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
県
選
考
会
〈
６
月
１２
日
春
野
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〉
結
果

１
１
０
メ
ー
ト
ル
障
害

１
位
　
弘
瀬
将
利
（
大
方
）

１５
秒

５２【
県
中
学
新
】

　
５
月
に
高
知
市
で
開
催
さ
れ
た

軟
式
野
球
全
日
本
学
童
大
会
県
予

選
兼
鯉
の
ぼ
り
大
会
兼
ご
っ
く
ん

馬
路
村
杯
（
５
、
６
、
９
、

１０
、

１６
、

１７
、

２３
、

２４
日
・
東
部
球
場

ほ
か
）
で
、
津
野
紀
史
く
ん
、
宮

川
仁
く
ん
が
所
属
す
る
中
村
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
み
ご
と
初
優
勝
を

果
た
し
、
８
月
に
東
京
で
開
催
さ

れ
る
全
国
学
童
軟
式
野
球
大
会
へ

高
知
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
も
十
分
に
力
を
出
し

切
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
健
闘
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
！

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
白
浜
海
岸
で
ウ
ミ
ガ
メ
救
出
！

「
第
８
回
社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

 

コ
ン
ペ
」
社
会
福
祉
協
議
会
へ
車

 

イ
ス
４
台
寄
贈

山
沖
真
菜
さ
ん
・
秋
田
圭
保
さ
ん

第
２５
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
出
場
権
獲
得
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！！

弘
瀬
将
利
く
ん

全
日
本
中
学
陸
上
競
技
選
手
権
学
大

会
出
場
権
獲
得
・
陸
上
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
県
選
考

会
県
中
学
新
記
録
達
成
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！！

津
野
紀
史
く
ん
・
宮
川
仁
く
ん

（
中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

高
円
宮
賜
杯
第
２９
回
全
国
学
童

軟
式
野
球
大
会
出
場
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！！

小
学
校
女
子

「はぁ～、くつろいだ～。またチャレンジ
しにくるよー」

チャリティーコンペにご協力いただいた
みなさん、ありがとうございました！！

弘瀬将利くん（大方中学校）益々の
ご活躍に注目しています！

右：津野紀史くん（上川口小学校）、左：宮川
仁くん（入野小学校）

全国大会への出場権をみごと獲得した、右：山沖
真菜さん（三浦小学校）と左：秋田圭保さん（佐賀
小学校）
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７
月
６
日
、
入
野
漁
港
周
辺
海

域
一
帯
で
、
傷
病
者
・
救
援
物
資

合
同
輸
送
訓
練
お
よ
び
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
船
海
難
救
助
訓
練

が
、
町
内
各
漁
協
で
組
織
す
る
幡

東
救
難
所
と
高
知
県
水
難
救
済
会

の
合
同
で
、
土
佐
清
水
海
上
保
安

署
な
ど
県
内
の
関
係
機
関
の
参
加

の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
訓
練
本
部
と
幡
東

救
難
所
所
属
の
漁
船
、
救
急
隊
員

な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
を
取
り

合
い
、
大
規
模
地
震
の
発
生
を
想

定
し
た
情
報
伝
達
や
海
上
で
の
救

援
物
資
の
輸
送
、
災
害
重
傷
者
の

緊
急
搬
送
の
訓
練
、
そ
の
後
、
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
船
の
火
災

事
故
を
想
定
し
た
情
報
伝
達
、
火

災
消
火
と
溺
者
救
助
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
佐
賀
地
域
で
は
、
来
年
の
佐
賀

統
合
保
育
所
（
仮
称
）
開
園
に
伴

い
、
佐
賀
地
域
で
は
４
カ
所
（
拳

ノ
川
保
育
所
・
伊
与
喜
保
育
所
・

佐
賀
保
育
所
・
横
浜
保
育
所
）
の

保
育
所
が
休
所
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
７
月
４
日
に

行
わ
れ
た
拳
ノ
川
保
育
所
夕
涼
み

会
に
は
、
今
年
最
後
と
聞
き
つ
け
、

通
園
児
の
家
族
や
拳
ノ
川
保
育
所

を
卒
園
し
た
地
域
の
方
々
の
ほ
か
、

地
域
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
来
場

者
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
夕
涼
み

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
会
の
藤
本
博
之
会
長
か

ら
の
「
子
ど
も
が
通
園
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
住
民
が
集
ま
る

場
所
で
も
あ
っ
た
拳
ノ
川
保
育
所

が
な
く
な
る
の
は
本
当
に
残
念
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
で
最

後
の
夕
涼
み
会
で
は
、
感
謝
の
気

持
ち
も
込
め
て
、
今
ま
で
以
上
に

出
店
や
花
火
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
ほ
し

い
で
す
」
と
の
言
葉
通
り
、
参
加

し
た
地
域
の
方
は
口
々
に
「
子
ど

も
の
数
が
減
っ
た
か
ら
、
統
合
に

な
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
本
当
に

淋
し
い
」「
今
ま
で
継
続
さ
れ
て

き
た
夕
涼
み
会
が
な
く
な
る
の
は

残
念
」
と
惜
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月

２９
日
、
上
川
口
小
学
校
１
・

２
年
生

１１
人
が
ト
マ
ト
狩
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
Ｊ
Ａ
大
方
支
所
の

女
性
部
長
で
も
あ
る
金
子
孝
子
さ

ん
の
園
芸
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
ト
マ
ト
（
品
種
ミ
デ
ィ
）
の

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
に
金
子
さ
ん
か
ら
、
ト
マ

ト
の
獲
り
方
を
教
わ
り
、
み
ん
な

で
練
習
し
ま
し
た
。
「
わ
ぁ
、
簡

単
に
で
き
た
！
」「
こ
れ
や
っ
た

ら
で
き
る
」
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か

ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、
早
速
ハ
ウ

ス
の
中
に
入
り
、
そ
の
場
で
食
べ

た
り
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
家
や
学
校
の
み
ん
な
に
分
け
て

あ
げ
る
の
だ
と
言
い
な
が
ら
獲
っ

た
ぷ
り
ぷ
り
と
真
っ
赤
に
熟
し
た

ト
マ
ト
は
、
帰
る
頃
に
は
バ
ケ
ツ

か
ら
あ
ふ
れ
出
る
ほ
ど
に
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
町
内
で
は
、
多
種
目
の
農
作
物

が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
生
産
者
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、
こ
う
し
た

地
域
な
ら
で
は
の
農
業
体
験
が
実

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
農
業
委
員
会
が
行
う
小

学
校
対
象
の
食
育
活
動
の
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
や
農
業
委
員
会
Ｏ
Ｂ
、

地
域
の
農
業
生
産
者
の
方
々
が
、

イ
モ
や
大
根
な
ど
の
農
産
物
の
生

産
・
収
穫
体
験
、
稲
作
体
験
な
ど

の
受
け
入
れ
や
指
導
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
町
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
食
の
大
切
さ
、
作
る
こ
と

の
楽
し
み
や
喜
び
を
体
感
し
な
が

ら
学
ん
で
い
ま
す
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
傷
病
者
・
救
援
物
資
合
同
輸
送

訓
練
、ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

船
海
難
救
助
訓
練
を
実
施

地
域
の
方
々
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら

「
拳
ノ
川
保
育
所
」
最
後
の
夕
涼
み
会

上
川
口
小
学
校
１
・
２
年
生

浮
津
の
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
狩
り

体
験
！

食
の
教
育
が
目
白
押
し

保護者会のみなさんが早朝から仕込んだ
カレーやおにぎり、手づくり餃子などた
くさんの食べ物が出店に並びました。

保育所の子どもたちのかわいくて元気な歌や踊りと、拳ノ川小学校３・
４年生のよさこいソーラン、伊与喜バレーボール少年団の練習披露、ス
イカの早食いなどの催しで、夕涼み会がより盛り上げられました。

トマトは、プチッとした噛みごたえでと
ても甘く、「おいしい」と好評でした。
金子さん、ありがとうございました！

嬉しいことに、この日、

苦手なトマトが大好

きになったという子ど

もさんも！
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－特集1－「馬荷の七立栗」

黒
潮
町
西
端
に
位
置
す
る
蛎
瀬
川

の
流
域
地
域
「
馬
荷
地
区
」
に
は
、

弘
法
大
師
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
弘
法
大
師
が
修
行
の
途
中
、

馬
荷
の
山
中
ま
で
迷
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
夜
も
更
け
、
お
腹
も
空

き
、
困
り
果
て
て
一
軒
の
民
家
に

助
け
を
求
め
ま
す
。
そ
こ
に
は
炭

焼
き
の
信
心
深
い
夫
妻
が
住
ん
で

お
り
、
貧
し
い
な
が
ら
も
心
を
こ

め
て
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
を
し

ま
す
。
翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
た
弘

法
大
師
は
、
そ
の
手
厚
い
お
接
待

に
心
打
た
れ
、
別
れ
際
に
「
私
が

去
っ
た
後
、
き
っ
と
あ
な
た
方
に

幸
せ
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
言

い
残
し
ま
す
。
そ
の
後
、
裏
山
に

年
に
７
回
も
実
を
つ
け
る
栗
の
木

が
た
く
さ
ん
生
え
た
…
。」

　
そ
の
後
も
、
馬
荷
地
区
に
は
、

子
宝
栗
と
も
呼
ば
れ
る
甘
く
て
お

い
し
い
七
立
栗
の
実
が
絶
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
、
周
囲
一
帯
を
山
々

が
囲
っ
て
い
て
、
昔
は
そ
の
谷
々

ま
で
小
さ
な
田
ん
ぼ
が
つ
く
ら
れ

て
お
り
、
部
落
総
出
で
山
焼
き
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

七
立
栗
が
自
然
に
生
え
育
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
秋
の
終
わ
り
に
は
、
大
き
な
桶

い
っ
ぱ
い
に
七
立
栗
が
獲
れ
た
そ

う
で
す
。
地
域
の
人
々
は
、
ゆ
で

栗
や
栗
ご
飯
に
し
て
食
べ
た
り
、

収
穫
し
た
栗
を
市
場
へ
出
荷
し
て

生
計
の
一
部
に
し
ま
し
た
。

　
時
代
と
と
も
に
、
都
市
部
へ
の

出
稼
ぎ
や
人
口
の
減
少
が
続
き
、

地
域
で
は
山
焼
き
が
行
わ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
山
に
あ
る
自
然
の
七
立
栗

は
、
野
生
化
し
、
一
見
し
て
七
立

栗
、
シ
バ
グ
リ
の
種
別
は
難
し
い

ほ
ど
巨
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
草
木
の
お
い
茂
っ
た
山
に
は
、

わ
ざ
わ
ざ
七
立
栗
を
獲
り
に
入
る

者
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

七
立
栗
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
や

山
焼
き
の
文
化
を
知
る
人
が
徐
々

に
減
り
、
栗
そ
の
も
の
の
存
在
さ

え
も
失
わ
れ
て
い
く
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
中
、

貴
重
な
七
立
栗
を
守
る
た
め
に
栽

培
し
て
残
し
て
い
こ
う
と
、
地
元

の
堀
川
寛
さ
ん
を
中
心
に
、
平
成

６
年
、
地
域
の
有
志
７
人
が
集
結

し
『
七
立
栗
保
存
会
』
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
結
成
前
か
ら
七
立
栗
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
た
堀
川
さ
ん
が
育

て
た
苗
木
を
み
ん
な
で
分
け
合
い
、

勉
強
会
や
視
察
を
行
い
な
が
ら
各

自
の
家
で
育
て
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
員
を
１
名
増
や
し
、

平
成

１１
年
に
は
、
４
ア
ー
ル
ほ
ど

の
共
同
園
を
整
地
し
、
種
か
ら
苗

を
育
て
あ
げ
、
接
ぎ
木
の
販
売
が

始
ま
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
い
時
を
掛
け
て
試
行
錯
誤
を

重
ね
、
平
成

２０
年
か
ら
は
観
賞
用

の
枝
栗
と
し
て
商
品
化
し
、
市
場

へ
の
出
荷
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
会
員
の
中
で
本
格
的
に
七

立
栗
の
栽
培
・
出
荷
を
行
っ
て
い

る
の
は
、
堀
川
さ
ん
た
だ
一
人
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て

き
た
仲
間
も
、
高
齢
化
や
病
気
な

ど
で
畑
に
出
て
来
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
。
若
い
人
に
や
っ
て
も

ら
い
た
い
気
持
ち
も
あ
る
け
ん
ど
、

そ
れ
に
は
も
う
少
し
販
売
価
格
が

良
く
な
る
よ
う
に
、
出
荷
の
方
法

も
改
善
さ
せ
な
ぁ
、
自
分
が
や
っ

て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
ん
作
っ
て
、

販
路
も
。
人
が
「
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
に
せ
ん
と
い
け
ん

と
思
っ
て
ま
す
」
と
、
堀
川
さ
ん

は
力
を
込
め
て
話
し
ま
す
。

　
枝
栗
と
し
て
出
荷
す
る
ま
で
に

は
、
夏
場
の
草
刈
り
は
も
ち
ろ
ん

定
期
的
な
枝
う
ち
や
消
毒
な
ど
の

手
間
を
必
要
と
し
、
出
荷
に
も
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
そ
う
で
す
。

　
「
前
は
個
人
で
出
荷
し
よ
う
と

し
て
、
予
冷
庫
や
保
冷
車
も
な
い

ま
ま
、
出
荷
し
て
も
す
ぐ
に
枯
れ

て
し
ま
い
、
一
度
は
中
止
に
な
っ

た
。
農
協
や
町
に
協
力
を
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
去
年
か
ら
Ｊ
Ａ
南

部
支
所
を
通
じ
て
、
切
り
花
と
同

じ
よ
う
に
市
場
に
出
せ
る
ま
で
に

な
っ
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
の
課
題
は
、
枝
の
水
あ
げ

を
更
に
改
良
す
る
こ
と
。
農
業
普

及
セ
ン
タ
ー
指
導
員
さ
ん
に
も
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
研
究
中
で

す
。

　
ま
た
、
枝
栗
と
し
て
だ
け
で
な

い
、
新
た
な
形
で
の
商
品
化
や
、

昔
な
が
ら
の
山
焼
き
そ
の
も
の
を

蘇
ら
せ
、
昔
な
が
ら
の
風
景
を
取

り
戻
そ
う
と
い
う
動
き
も
、
地
域

の
中
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。（
か

き
せ
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
〈
代

表
　

川
村
　

渡
〉
蕁
４
３
―
２
６
２
２
）

特集1

馬
荷
の
七
立
栗

な
な

た
て

ぐ
り

自
然
の
七
立
栗
の
危
機

七
立
栗
を
守
ろ
う

守
り
続
け
る
た
め
に
…

七立栗の圃場（馬荷地区中馬荷）

平成3年から、七立栗再生に向けて取り
組んでいる、堀川寛さん

「七立栗」はひとつの
枝に年７回実がなるこ
とから、この名がつけら
れました。

か
き

せ

が
わ
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－特集2－町内の農村漁村民宿

　
黒
潮
町
で
は
、
町
外
か
ら
訪
れ

た
方
に
、
漁
家
の
暮
ら
し
を
体
験

し
な
が
ら
、
宿
泊
や
観
光
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
漁
師
町
の
中

で
自
宅
を
利
用
し
た
民
宿
の
開
業

が
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
地
域
の
明
神
地
区
・
会
所

地
区
・
浜
町
地
区
は
、
佐
賀
の
カ

ツ
オ
の
一
本
釣
り
や
日
戻
り
の
船

が
船
出
・
停
泊
す
る
佐
賀
新
港
の

周
辺
に
あ
る
漁
師
町
で
す
。

　
佐
賀
新
港
の
敷
地
内
に
は
、カ
ツ

オ
の
タ
タ
キ
販
売
所
や
加
工
工
場

が
数
多
く
並
び
、漁
師
の
お
か
み
さ

ん
が
営
業
す
る
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ

く
り
体
験
が
で
き
る「
黒
潮
一
番
館
」

が
観
光
客
ら
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
漁
師
町
の
元
気
な
お
か
み

さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
、
観
光
客
へ

の
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り
体
験

だ
け
で
な
く
、
家
に
寝
泊
ま
り
し
、

漁
家
の
生
活
そ
の
も
の
も
体
験
し

て
も
ら
う
、
漁
家
民
泊
の
受
け
入

れ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
初
め
て
漁
家
民
宿
を
本

格
的
に
始
め
た
の
は
、
民
宿
「
海

生
丸
」
明
神
努
さ
ん
・
多
紀
子
さ

ん
夫
妻
で
し
た
。

　
明
神
多
紀
子
さ
ん
（
黒
潮
カ
ツ

オ
体
験
隊
代
表
）
が
タ
タ
キ
体
験

を
受
け
入
れ
る
中
で
、
佐
賀
で
の

宿
泊
を
希
望
す
る
方
が
数
多
く
現

わ
れ
て
き
た
こ
と
に
加
え
、『
タ

タ
キ
体
験
』
と
い
う
観
光
事
業
を
、

町
内
に
訪
れ
た
方
々
が
来
て
す
ぐ

に
帰
っ
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
く
、

長
く
滞
在
し
て
も
ら
え
る
取
り
組

み
に
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い

う
思
い
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
明
神
さ
ん
は
「
お
客

さ
ん
と
話
が
は
ず
み
「
佐
賀
で
泊

ま
り
た
い
」
と
の
声
に
「
家
に
泊

ま
り
や
」
と
勧
め
る
こ
と
は
田
舎

で
は
よ
く
あ
る
こ
と
。
で
も
、
好

意
で
宿
泊
を
お
勧
め
し
て
も
、
遠

慮
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ

た
が
よ
。
そ
こ
で
、
丁
度
、
県
の

取
り
組
み
で
農
村
漁
村
の
民
泊
が

進
め
ら
れ
て
い
た
時
で
も
あ
っ
た

の
で
、
県
の
地
域
支
援
企
画
員
の

方
や
町
に
協
力
を
得
て
、
旅
館
業

や
食
品
衛
生
関
係
の
許
可
も
取
り
、

正
式
に
民
宿
と
し
て
受
け
入
れ
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
目
標
で
あ
る
『
通
過
型
観
光

か
ら
滞
在
型
観
光
』
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
は
漁
家
民
宿
が
た
だ
の

１
軒
で
は
、
何
の
功
も
出
な
い
。

民
泊
の
受
け
入
れ
を
い
っ
し
ょ
に

し
て
い
く
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が

初
め
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
」
と

話
す
明
神
さ
ん
。

　
周
り
の
漁
師
の
お
か
み
さ
ん
仲

間
に
声
掛
け
し
、
国
の
補
助
事
業

で
の
支
援
を
受
け
、
町
外
へ
の
視

察
や
研
修
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

嬉
し
い
こ
と
に
「
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
み
ん
な
の
意
思
が
芽
生
え

始
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
、「
海
生
丸
」
に

加
え
、
７
軒
の
漁
家
民
宿
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
旅
館
業
法
に
基
づ
い
た
許
可
を

取
得
し
、
す
で
に
、
町
内
や
幡
多

地
域
へ
の
観
光
や
修
学
旅
行
に
訪

れ
た
お
客
さ
ん
た
ち
の
民
泊
の
受

け
入
れ
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
、
今
年
で
３
回
目
の

稲
田
塾
（
奈
良
県
）
の
塾
生
、
い

ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
Ｅ
Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｎ
大
会
で
は
千
里
国
際
学
園

の
中
高
校
生
を
そ
れ
ぞ
れ
の
民
宿

で
受
け
入
れ
し
ま
し
た
。

　
７
軒
の
民
宿
で
は
、
宿
泊
客
は
、

鮮
度
抜
群
の
魚
を
い
っ
し
ょ
に
調

理
し
、
食
事
の
準
備
も
し
ま
す
。

ご
飯
の
時
間
の
会
話
や
交
流
が
、

よ
り
漁
家
の
生
活
と
文
化
に
触
れ

て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
り
、ま

た
、
の
ん
び
り
と
し
た
田
舎
で
家

庭
的
な
時
間
を
過
ご
せ
る
と
好
評

の
よ
う
で
す
。

　
漁
家
民
宿
だ
け
で
な
く
、
町
内

で
は
市
野
々
川
地
区
に
１
軒
の
農

家
民
宿
が
開
業
し
ま
し
た
。
　

特集2

町
内
の
農
村
漁
村
民
宿

佐
賀
 

漁
師
町
の「
漁
家
民
宿
」

農
家
民
宿
「
か
じ
か
」

佐
賀
で
漁
業
体
験
を
…

漁
家
民
宿
の
は
じ
ま
り

７
軒
の
漁
家
民
宿
が
開
業
！

【
農
村
漁
村
民
宿
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
お
問
い
合
わ
せ
】
佐
賀
総
合
支
所
　

海
洋
農
林
課
　

蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

「なぶら」
浜町　等さん・良子さん

「海生丸」
明神　多紀子さん

「かます宿」
吉田　純子さん

「魚影」
境　　文子さん

「えいと丸」
酒井　くに子さん

「みや丸」
明神　みやさん

「おおまち」
明神　好久さん・妙子さん

「一本釣り」
門田　米子さん

かいせいまる

ぎょえい

「山里ならではの手作り野菜や、町内のもので素朴な田舎
料理でおもてなししたい」と話す山下美枝子さん。社協
が行う老人給食のボランティアに参加し、料理の特訓中
だそうです。
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寡
婦
年
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を

含
む
）
が

２５
年
以
上
あ
る
夫
が
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
な
く
死
亡

し
た
時
、

１０
年
以
上
婚
姻
関
係
の

あ
っ
た
妻
に

６０
歳
か
ら

６５
歳
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
寡
婦
年
金
額

　
夫
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
老

齢
基
礎
年
金
の
４
分
の
３

※
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
を
持

っ
て
い
た
り
、
妻
が
繰
り
上
げ

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
３
年
以
上
（
一
部
納
付
を
し

た
期
間
の
月
数
は
、
一
部
納
付
の

割
合
に
よ
っ
て
計
算
）
納
め
た
人

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ

た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
死
亡
一
時
金
額

　
保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ

て
一
時
金
の
額
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。（
１２
〜
３２
万
円
）

※
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

３
年
以
上
あ
る
場
合
は
、
８,

５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
そ
の
人
の
死
亡
に
よ

り
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
時
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

付
加
年
金

　
定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
４
０

０
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
付
加
年
金
額

　
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数

※
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
、
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
公
的
年
金

制
度
の
仕
組
み
や
基
本
理
念
を
周

知
し
、
制
度
へ
の
参
加
意
識
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
世
代
を

担
う
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
を
対

象
と
し
た
年
金
教
育
の
一
環
と
し

て
、
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

＊
最
優
秀
作
品
は
「
社
会
保
険
庁

全
国
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
推
薦
し
ま
す
。

応
募
作
品

・
ポ
ス
タ
ー
部
門
の
み
で
す
。

・
「
ね
ん
き
ん
」
も
し
く
は
「
年

金
」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｂ
３
サ
イ
ズ
ま
た
は
四
つ
切
り

の
画
用
紙
を
使
用
し
、
学
校
単

位
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

　
「
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
」「
年
金
で
つ
く
る
豊
か
な

老
後
」
ま
た
は
「
家
族
と
年
金
」

「
年
金
は
老
後
だ
け
じ
ゃ
な
い
」

を
テ
ー
マ
に
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

９
月

１５
日（
火
）ま
で

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
大
き
な
役

割
を
に
な
う
中
学
生
や
高
校
生
を

対
象
に
、
社
会
生
活
に
お
い
て
必

要
な
知
識
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公
的

年
金
制
度
の
基
本
に
つ
い
て
、
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

学
校
の
授
業
へ
の
講
師
派
遣
や
教

材
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

【
ね
ん
き
ん
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
や
年
金
教
育
に
つ
い
て
】

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
運
営
課 

企
画
給
付
係

　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
０
２
０
１

　
〒
７
８
０
―
８
５
４
７

　
高
知
市
本
町
４
―
２
―

４０
　

　
ニ
ッ
セ
イ
高
知
ビ
ル
８
階

　【
制
度
や
手
続
き
に
つ
い
て
】

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

 
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
幡
多
事
務
所

 
蕁
３
４
―
１
６
１
６

国
民
年
金
に
は

　
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

中
学
・
高
校
生
対
象

第
４
回
ね
ん
き
ん
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

年
金
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

毎年8月は「北方領土返還運動全国強調月間」です
択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北方四島は、いまだかつて一度も外国の領土になったことの
ない日本固有の領土であるが、60年以上にわたってソ連・ロシアにより不法占領されている。

　当時、北方四島には住んでいた約17,000人の日本人の元島民のうち、約半数は脱出したが、それ以外の島民は、
1947年から1949年にかけて、四島から強制退去させられ、サハリンでの抑留を経て、日本に送還された。　
　歴史上、一度も外国の領土になったことがなく、歴史的、法的事実から見ても我が国固有の領土である北方四島は、
このような経緯によってソ連、ロシアにより不法に占拠されており、その返還は日本国民の悲願である。

えと ろふ くな しり しこ たん はぼまい
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
38

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

　
６
月

２１
日
、
上
川
口
の
県
立

幡
多
青
少
年
の
家
を
会
場
に
、

消
防
団
の
夏
季
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
新
入
団
員

へ
の
基
礎
訓
練
や
中
継
放
水
訓

練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺

蘇
生
法
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
は
基
本
動
作
を
訓

練
し
た
後
、
消
防
署
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
先
輩
団
員
と

共
に
消
防
ポ
ン
プ
を
操
作
し
て

実
際
に
放
水
訓
練
を
す
る
な
ど
、

団
員
と
し
て
の
始
め
て
の
訓
練

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
消
防
隊
メ
ン
バ

ー
も
参
加
し
、
消
防
団
員
同
様

に
可
搬
ポ
ン
プ
で
の
放
水
訓
練

を
行
う
な
ど
、
盛
大
な
訓
練
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

の
黒
潮
町
の
防
災
体
制
の
充
実

が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
他
に
、
今
回
の
夏
季
訓

練
で
は
、
Ｓ
―
Ｋ
Ｙ
Ｔ
訓
練
と

い
う
危
険
予
知
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
消
防
活
動
の
災
害
現
場
に
は
、

目
に
見
え
る
危
険
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い

ま
す
。

　
公
務
災
害
を
防
ぐ
に
は
災
害

現
場
に
潜
む
危
険
を
見
抜
く
力

が
必
要
で
あ
り
、
基
本
を
外
れ

た
省
略
行
為
が
事
故
や
災
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
そ
の
よ
う
な

災
害
現
場
で
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
日
常
の
訓
練

で
、
消
防
団
員
は
一
班
６
名
の

チ
ー
ム
と
な
り
、
活
動
の
場
面

を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
シ
ー
ト
を

も
と
に
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る

危
険
ポ
イ
ン
ト
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
最
優
先
で
必
ず
実
行
す

る
対
策
を
絞
り
込
む
な
ど
し
て
、

一
人
ひ
と
り
の
危
険
に
対
す
る

感
受
性
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
消
防
団
で
は
、
こ
の
よ
う
に

訓
練
を
重
ね
、
火
災
は
も
と
よ

り
、
こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
台
風
な
ど
の
風
水
害
、
さ
ら

に
は
、
来
た
る
べ
き
南
海
地
震

に
備
え
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
ま
す
ま
す
頼
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒
潮
町
消
防
団
夏
季
訓
練
！

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、以
下
に
お
願
い
し
ま
す
。
【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
総
合
支
所
】
総
務
課 

総
務
係
　
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

女性防火クラブによる消火訓練

実際に起こった公務災害などの講話を受け、班で現場
での危険箇所を出し合う消防団員たち。

応用中継放水訓練
に励む消防団員

～家具転倒防止等対策費補助金のご案内～
　地震発生時における家具の転倒やガラスの飛散による
被害を軽減するための対策を実施する方に、補助金を交
付します。

●対象者
・町内に住所を有する方です。

●補助対象経費
・自ら居住または所有する住宅の家具の転倒を防止する

ための器具およびガラス飛散防止フィルムの購入費な
らびにこれらの設置に必要な費用です。

・借家などは、住宅の所有者や管理者の承認を必要とし
ます。

●補助金の額
・実施する費用の1/2（ただし、100円未満の端数を切

り捨てた額）で、上限は10,000円です。
※申請は１世帯１回限りとします。

●受付開始時期など
・8月から受け付けを始めます。（先着順に30件実施予定）

家具固定の例
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board of education

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

は
じ
め
に

　
本
校
は
１
年
生

１０
人
、
２
年
生

５
人
、
３
年
生

１２
人
、
４
年
生
７

人
、
つ
く
し
学
級
１
人
、
５
年
生

１０
人
、
６
年
生
６
人
の
児
童
数

５１

人
、
７
学
級
の
学
校
で
す
。

学
校
教
育
目
標

　
人
権
尊
重
を
基
盤
に
、
自
ら
学

び
豊
か
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
持
つ

子
ど
も
を
育
て
る
。

　校
内
研
究
に
つ
い
て

〈
研
究
主
題
〉

『
主
体
的
な
学
習
活
動
を
め
ざ
し

て
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
、
豊

か
に
表
現
す
る
力
を
育
て
る
。
』

　
全
国
的
に
国
語
力
に
課
題
が
あ

る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
も
、
学
習
の
基
礎
で
あ

る
「
聞
く
力
」・「
書
く
力
」・「
発

表
す
る
力
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

児
童
朝
礼
で
の
発
表
や
学
習
発
表

会
な
ど
で
そ
の
成
果
も
現
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

か
ら
、
読
む
能
力
や
書
く
能
力
に

課
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
説
明
文
を
中
心

に
国
語
力
の
向
上
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
算
数
科
に
お
い
て
は
、
数
学
的

な
考
え
や
図
形
・
数
量
関
係
な
ど

に
課
題
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
基
礎

タ
イ
ム
や
が
ん
ば
り
っ
子
〔
基
礎

学
力
定
着
の
時
間
〕
で
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
ス
キ
ル
の
向
上
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
教
科
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
信

頼
し
あ
え
る
生
活
集
団
や
学
び
あ

う
学
習
集
団
づ
く
り
も
学
級
・
学

校
経
営
の
中
で
構
築
す
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
ま
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

・
児
童
に
分
か
る
授
業
の
工
夫
と

改
善
を
行
っ
て
い
く
。

・
支
え
励
ま
し
合
え
る
学
習
集
団

を
育
て
る
。

・
家
庭
学
習
の
充
実
と
定
着
を
図

る
。
家
庭
学
習
の
手
引
き
を
活

用
し
、
低
学
年

３０
分
・
中
学
年

４５
分
・
高
学
年

６０
分
を
目
標
に

努
力
し
て
い
く
。

・
国
語
力
の
育
成
。
『
読
み
取
る

力
』、『
聞
く
力
』、『
書
く
力
』、

『
発
表
〔
表
現
〕
す
る
力
』
、
以

上
の
４
項
目
に
つ
い
て
具
体
的

な
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

・
学
習
の
到
達
目
標
を
設
定
し
て

指
導
を
行
う
。
算
数
・
国
語
定

着
８
〜
９
割
を
目
標
に
徹
底
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

・
が
ん
ば
り
っ
こ
基
礎
タ
イ
ム
の

実
施
。
朝
読
書
を

１５
分
間
実
施

し
習
慣
化
し
て
い
く
。
５
校
時

前
１０
分
間
算
数
の
基
礎
ス
キ
ル

の
実
施
で
定
着
を
図
る
。

・
学
力
検
査
の
分
析
と
活
用
。

・
道
徳
教
育
の
推
進

・
人
権
教
育
の
推
進

・
読
書
の
推
進

・
正
し
い
こ
と
ば
づ
か
い
の
推
進

・
生
活
集
団
づ
く
り
の
推
進

・
特
別
支
援
教
育
の
推
進

・
す
す
ん
で
返
事
・
挨
拶
・
お
礼

の
推
進

・
心
を
こ
め
て
掃
除
や
作
業
を
行

う
・
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
の

推
進

・
人
・
事
・
物
・
産
業
・
文
化
な

ど
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
活
動

・
総
合
的
な
学
習
時
間
の
活
用

学
力
に
つ
い
て
　

　
今
年
度
の
標
準
学
力
検
査
で
は
、

算
数
は
期
待
正
答
率
に
達
成
し
て

い
る
が
、
国
語
に
つ
い
て
は
課
題

が
残
っ
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

 
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら

相
互
に
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
に
「
三
浦
の
子
ど
も

を
育
て
る
会
」
を
設
立
し
、
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
総
会
を
行
い
ま
す
。

１１

月
に
世
代
間
交
流
の
話
し
合
い
の

実
施
、

１２
月
に
世
代
間
交
流
を
地

域
の
方
と
共
に
行
い
ま
す
。

 
３
月
に
は
ま
と
め
の
会
を
実
施

し
ま
す
。

 
そ
の
他
、
月
の
１
日
は
保
護
者

が
交
通
安
全
指
導
を
行
い
、

１０
日
・

２０
日
は
職
員
で
行
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
も
協
力
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

 
こ
の
３
日
間
は
、
子
ど
も
た
ち

は
集
団
徒
歩
通
学
を
行
っ
て
お
り
、

全
員
が
そ
ろ
っ
て
か
ら
登
校
し
て

き
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
会
が
中
心
に
な
り
、

月
の
５
日
と

１５
日
は
２
箇
所
で
あ

い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
学
校
に
来
る
と
職
員

室
に
挨
拶
を
し
て
教
室
へ
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
地
域
を
元
気
づ
け
、
心
豊

か
な
児
童
に
育
っ
て
い
く
役
割
を

担
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

2年

標準学力検査 本校正答率
（期待正答率）

87
（81）

3年

77
（77）

4年

71
（73）

5年

80
（71）

国
語

98
（85）

87
（78）

77
（75）

82
（75）

算
数

三
浦
小
学
校

豊
か
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
も
ち

　
　
活
力
の
あ
る
児
童
の
育
成

校
長
　

田
邊
　
誠
郎

◆
確
か
な
学
力
を
持
つ
子
ど
も

知

◆
豊
か
な
人
間
性
の
あ
る
子
ど
も

徳

◆
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
持
つ
子
ど
も

体

基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向
上

こ
こ
ろ
の
教
育

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成

豊
か
な
体
験
活
動
と
交
流
学
習
の
推
進
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board of education

は
じ
め
に

　
本
年
度
も
黒
潮
町
教
育
委
員
会

か
ら
「
学
校
運
営
協
議
会
」
の
指

定
を
受
け
、
学
校
運
営
を
よ
り
地

域
に
開
き
、
地
域
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
学
校
教
育
目
標
に

あ
る
【
「
確
か
な
学
力
」
と
「
生

き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
生
き
生

き
と
躍
動
す
る
拳
の
子
ど
も
の
育

成
】
を
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

校
内
研
究
の
取
り
組
み

　
校
内
研
究
で
は
、
そ
の
主
題
を

「
生
き
生
き
と
取
り
組
み
、
と
も

に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
し
、

全
員
が
授
業
公
開
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
積
極
的
に
外
部
講
師

を
招
き
、
教
材
研
究
な
ら
び
に
授

業
研
究
を
行
い
、「
聞
く
こ
と
を

大
切
に
し
な
が
ら
表
現
し
合
う
授

業
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
づ
く
り

　
本
年
度
は
、
日
々
の
授
業
内
容

の
充
実
と
学
力
の
定
着
を
図
る
取

り
組
み
と
し
て
「
反
復
と
習
熟
」

「
予
習
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
拳

ノ
川
小
学
校
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
日
々
の
授

業
の
改
善
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
は
、
授
業
の
初
め
に
児

童
の
側
に
立
っ
た
「
め
あ
て
」
を

書
き
、
そ
の
「
め
あ
て
」
に
沿
っ

て
授
業
内
容
を
工
夫
し
、
授
業
の

最
後
に
は
そ
の
日
の
学
習
内
容
が

分
か
る
「
ま
と
め
」
を
書
く
こ
と

を
意
識
し
て
日
々
の
授
業
を
組
み

立
て
ま
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
一
時
間
一

時
間
の
授
業
の
流
れ
や
学
習
内
容

が
よ
り
分
か
り
や
す
く
明
確
に
な

り
、
児
童
が
学
習
内
容
を
復
習
し

習
熟
を
図
る
際
に
は
ノ
ー
ト
を
見

れ
ば
学
習
内
容
が
よ
く
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
学
力
の
定
着
を

図
る
に
は
、
何
よ
り
も
日
々
の
授

業
を
大
切
に
し
、
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

基
礎
学
力
タ
イ
ム
の
取
り
組
み

　
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
を
め

ざ
し
、
基
礎
学
力
タ
イ
ム
（
読
書
・

計
算
・
漢
字
）
各

１０
分
間
を
校
時

表
に
位
置
づ
け
て
、「
継
続
は
力

な
り
」
を
合
い
言
葉
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
計
算
タ
イ
ム

 
基
礎
計
算
（
四
則
計
算
）
の
習

熟
を
ね
ら
い
に
、
百
マ
ス
計
算
や

各
学
年
の
課
題
プ
リ
ン
ト
な
ど
を

利
用
し
、
意
欲
化
へ
の
評
価
や
声

が
け
の
工
夫
を
し
な
が
ら
継
続
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
漢
字
タ
イ
ム

 
１
日
２
〜
３
字
の
進
度
で
各
学

年
の
新
出
漢
字
の
学
習
を
し
、
２

学
期
後
半
か
ら
３
学
期
に
か
け
て
、

反
復
練
習
に
よ
る
習
熟
を
図
り
、

年
度
末
に
全
新
出
漢
字
の
定
着
率

を
検
証
し
て
い
ま
す
。

◆
読
書
タ
イ
ム
 
 

　
読
書
は
、
全
て
の
学
力
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。
本
校
で
は
「
毎

日
、
集
中
し
て
自
分
の
好
き
な
本

を
読
む
」
を
ね
ら
い
に
毎
朝

１０
分

間
の
朝
読
書
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
全
校
で
選
書
会
を
開
い

た
り
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
は
、
家
庭
で

２０
分

間
読
書
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
と

し
て
始
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
年
度
は
読
書
環
境

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
職
員
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
や
縦
割
り
班
ご

と
に
班
長
が
中
心
に
な
っ
て
行
う

読
み
聞
か
せ
も
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
は
、
図
書
委
員
会
が

行
う
毎
月
の
読
書
量
調
べ
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
力
検
査
の
活
用

　
平
成

１８
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
Ｃ
Ｒ
Ｔ
な
ら
び
に
学
力
標
準
検

査
の
全
校
通
過
率
（
全
国
を
１
と

み
た
時
の
本
校
の
得
点
率
）
の
結

果
は
、
右
表
の
よ
う
に
国
語
・
算

数
と
も
に
全
国
の
平
均
を
上
回
り

良
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
学
年
に
よ
っ
て
は
課
題

も
あ
り
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
確

立
な
ど
も
含
め
、
日
々
の
取
り
組

み
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
改
善
に

努
め
て
い
ま
す
。

地
域
や
保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

　
計
画
の
段
階
か
ら
保
護
者
や
地

域
の
方
が
参
画
し
、
拳
ノ
川
小
学

校
な
ら
で
は
の
豊
か
な
教
育
活
動

や
体
験
活
動
の
創
造
を
目
指
し
て

①
自
然
・
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

②
健
康
・
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

③
学
び
・
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
３
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

を
組
織
し
、
地
域
の
人
材
活
用
や

教
材
化
を
図
り
な
が
ら
、
年
間
を

通
し
て
学
校
・
地
域
・
保
護
者
が

一
体
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

拳
ノ
川
小
学
校

子
ど
も
た
ち
に
確
か
な

　
 
 

学
力
と
生
き
る
力
を

校
長
　

松
本
　
治
彦

職員による「読み聞かせ」

地域住民である野坂さんからの地域民話
「万六ばなし」

国語・算数CRTならびに標準学力検査結果

0.98

国語 算数

1

1.02

1.04

1.06

1.03

1.08

1.1

1.12

1.14

1.04

1.07 1.07

1.03

1.07

1.11
1.12

H18 H19 H20 H21 H18 H19 H20 H21
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8月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

8
月
中
旬
か
ら
9
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

明
る
く
健
や
か
な
日
々
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談
南部保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談

健 　 康 　 相 　 談

肺　が　ん　検　診
（胸部レントゲン）�

21日（金）

24日（月）

19日（水）

上川口浦集会所 13：30～14：30

健 　 康 　 相 　 談 下田ノ口コミュニティーセンター

健 　 康 　 相 　 談 浜の宮集会所 10：00～11：00

健 　 康 　 相 　 談28日（金）
米原集会所 10：00～11：00
出口集会所 10：00～11：00

大方町民館
※9：30～10：30
※13：30～14：30
9：30～10：30

特 　 定 　 健 　 診

愛 　 育 　 相 　 談
健 　 康 　 相 　 談

27日（木）
大方中央保育所
蜷川健康支援センター

9：30～11：00
10：00～11：00

大方町民館 ※ 8：00～09：00
胃　が　ん　検　診25日（火）

26日（水）

9月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
保健福祉センター ※13：00～13：301歳 6カ月児健診2日（水）

大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談11日（金）
灘集会所 9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談14日（月）

健 　 康 　 相 　 談3日（木） 有井川集会所

JA南部事業所

9：30～10：30
愛 　 育 　 相 　 談7日（月） 南部保育所 9：30～11：00

※9：00～11：00

有井川集会所
旧東部保育所（鞭）

※9：00～11：00
※13：30～15：00

乳　が　ん　検　診10日（木）

保健福祉センター ※13：30～15：00
乳　が　ん　検　診

乳　が　ん　検　診

8日（火）

9日（水） 保健福祉センター
※ 9：00～11：00
※13：30～15：00

8月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
佐賀老人憩の家 9：30～11：00横浜愛育健康相談17日（月）

上分ふれあいサロン20日（木）
佐賀ふれあいサロン25日（火）

上分集会所
総合センター

9：30～11：00
10：00～15：00

9月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
馬地集会所 9：30～11：00馬地ふれあいサロン3日（木）

乳児・1歳6カ月児健診7日（月） デイサービスセンターこぶし ※13：00～15：30
漁民センターふれあいサロン8日（火） 漁民センター 9：30～11：30
鈴ふれあいサロン9日（水） 鈴漁民研修センター 10：00～15：00
伊与喜ふれあいサロン11日（金） 伊与喜集会所 9：30～11：00
横浜愛育健康相談14日（月） 佐賀老人憩の家 9：30～11：00

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

8月

9月

16日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 大井田病院 蕁0880－63－2101

23日（第4日曜日） 竹本病院 蕁35－4151 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

30日（第5日曜日） 木俵病院 蕁34－1211 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

06日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

大方地域

佐賀地域

注）表中の※印は、受付時間となります。
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黒
潮
町
で
は
、
母
子
保
健
事
業

と
し
て
「
パ
パ
マ
マ
料
理
教
室
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
料
理
が
苦
手
」「
レ
パ
ー
ト
リ

ー
が
少
な
い
」「
料
理
が
上
手
く

な
り
た
い
」
と
の
声
で
始
ま
り
ま

し
た
。
子
ど
も
の
栄
養
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
栄
養
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
子
育
て

を
し
て
い
る
パ
パ
や
マ
マ
の
交
流

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
０
歳
〜
就
学
前
の
子
育
て
中
の

パ
パ
や
マ
マ

※
子
ど
も
と
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

託
児
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
保
健

師
・
保
育
士
等
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
ま
す
。

　
１０
月
５
日（
月
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
１
時

　
１０
月

１５
日（
木
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
１
時

※
材
料
な
ど
の
準
備
が
あ
り
ま
す

の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
は

１０
月
１
日

（
木
）ま
で
に
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は

１０
月
９
日（
金
）ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
無
料

＊
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

（
子
ど
も
と
参
加
さ
れ
る
場
合

は
食
事
時
に
必
要
な
エ
プ
ロ
ン

な
ど
）

　
栄
養
士
に
よ
る
調
理
実
習
で
は
、

楽
し
く
学
び
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
と

に
ぎ
や
か
に
調
理
し
ま
す
。

　
調
理
後
は
日
頃
の
育
児
の
こ
と

な
ど
語
り
な
が
ら
、
み
ん
な
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
交
流
を
深
め
な
が
ら
料
理
を

作
れ
た
」「
帰
っ
て
か
ら
も
作
ろ

う
と
思
う
」「
子
ど
も
の
こ
と
な

ど
も
聞
け
る
の
で
よ
か
っ
た
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
今
年
は
い
つ
？
」
な
ど
、
リ

ピ
ー
タ
ー
も
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
楽
し
く
料
理
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
ぜ
ひ
パ
パ
や
マ
マ
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

 
大
方
総
合
支
所

 
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

実
施
場
所
・
日
時

参
加
料

持
っ
て
く
る
も
の

内
容

参
加
者
の
声

目
的

対
象
者

健
康
知
恵
袋

「
子
育
て
パ
パ
マ
マ
料
理
教
室
」

前
回
の
メ
ニ
ュ
ー

・
春
ら
ん
ま
ん
花
寿
司

・
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

・
お
す
い
も
の

・
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

離乳食のことでお

悩みがありましたら

栄養士が相談をうか

がいます。お気軽に

ご相談ください。

今年は離乳食レシ

ピもあるよ！

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
役
場
大
方
庁
舎
前
）

総
合
セ
ン
タ
ー

（
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）
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高額医療・高額介護合算制度について
介護保険広報シリーズ濾ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　この制度は、「医療」と「介護」の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するためのも
のです。１年間に支払った「医療にかかった費用」と「介護にかかった費用」の自己負担を合計し、
限度額を超えた場合に、その超えた金額を支給するものです。

今回は『高額医療・高額介護合算制度』について説明します。

◆ 限度額について

○お問い合わせ　大方総合支所 健康福祉課 介護保険係　蕁43―2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所 健康福祉課 保険福祉係　蕁55―3112（直通）

※医療保険および介護保険の自己負担限度額（月額）を超えて支給された金額は除く。
※食費・居住費や差額ベッド代については合算の対象外。

　年齢や世帯の所得に応じて限度額が決まります。

◆ 申請について

所　得　区　分
① ② ③

自己負担限度額（年額：毎年8月1日～翌年7月31日）

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

国保または被用者保険
（70～74歳の方がいる世帯）

国保または被用者保険
（70歳未満の方がいる世帯）

現役並み所得者
（上位所得者） 67万円【89万円】 67万円【89万円】 126万円【168万円】

一　　　　　般 56万円【75万円】 56万円【75万円】 67万円【89万円】
蠡低所得者

（住民税非課税世帯）
31万円【41万円】 31万円【41万円】

34万円【45万円】
蠢 19万円【25万円】 19万円【25万円】

介護保険料は大切な財源です。納付期限にお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

各医療保険の自己負担額
「月額」で限度額が設けられています 高額医療・高額介護合算制度

それぞれ合算し、「年額」で限度額を設けます
介護保険の自己負担額

「月額」で限度額が設けられています

※平成21年度は経過措置として16カ月（平成20年4月1日～平成21年7月31日）で計算するため、【　】
内の金額です。ただし、経過措置期間の限度額を超える額より、平成20年8月1日～平成21年7月31
日の限度額を超える額が大きい場合は、大きい額を支給します。

　支給の対象となる方には、医療保険者より申請のお知らせをする予定ですので、しばらくお待ちくださ
い。（被用者保険の方は各事業所または医療保険者へお問い合わせください。）

＜所得区分について＞
 現役並み所得者　①および②は保険証または受給者証の負担割合が「3割」となっている場合
 　　　　　　　　③は合計所得600万円以上の場合
 一　　　　　般　住民税課税世帯で他の所得区分に属さない場合
 低　所　得　者　Ⅱは住民税非課税世帯で低所得者Ⅰでない場合
　　　　　　　　  Ⅰは住民税非課税世帯で世帯全員の所得が一定以下（年金収入80万円以下など）の場合
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人
が 元 気

介護予防・自立支援をすすめて、元気
な高齢者をふやしたい。

　『地域包括支援センター』は、高齢者の方
の身近な相談窓口として、要介護状態などに
なることを予防するための拠点として、また、
高齢者の方の人権や財産を守る権利擁護の拠
点として、高齢者の方を「介護・福祉・保健・
医療」などさまざまな面から総合的に支援し
ます。お気軽にご相談ください。

　
遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・

不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、
高

齢
者
な
ど
の
財
産
管
理
の
相
談
な

ど
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

　
８
月

１６
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所

　
中
村
公
証
役
場

　（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
―
３
―
７

　
第
１
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

相
談
担
当
者

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

　
蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う

ま
く
い
か
な
い
」
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、
よ
く
眠

れ
な
い
」
「
な
に
を
す
る
に
も
い

や
に
な
り
、
家
に
と
じ
こ
も
っ
て

い
る
日
々
が
続
い
て
い
る
」
な
ど
、

心
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
、
悩

ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時

　
８
月

２５
日（
火
）

　
 

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

場
所
　
幡
多
福
祉
保
健
所

相
談
医
　
精
神
科
嘱
託
医

申
込
期
限
　
８
月

２０
日（
木
）

＊
出
張
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
申

し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

次
回
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
保
健
師
・
相
談
員
に
よ
る
相
談

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

健
康
障
害
課

　
蕁
３
４
―
５
１
２
４

　
蕁
３
５
―
５
９
７
９

　
四
国
財
務
局
に
、
借
金
を
抱
え

悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
の

「
相
談
窓
口
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解
決
す

る
問
題
で
す
。

　
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
に
引

継
ぎ
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

相
談
方
法

　
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
相
談
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
祝
日
お
よ
び

１２
月

２９
日
〜
１

月
３
日
を
除
く
）

○
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

　
四
国
財
務
局
財
務
広
報
相
談
官

　
多
重
債
務
相
談
員

　（
香
川
県
高
松
市
中
野
町

２６
―
１
）

　
蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
２
１
５
５

　
蕭
０
８
７
―
８
６
２
―
８
７
８
０

相
 

談

心
の
健
康
相
談

日
曜
遺
言
等
公
証
法
律
相
談

四
国
財
務
局

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

◆◇ 総合的な支援で元気な高齢者を増やしたい ◇◆

あなたの町の「地域包括支援センター」“真心で「サービス」を提供します”

黒潮町地域包括
支援センター

黒潮町地域包括支援センター
黒潮町入野２０１７－１

（役場大方庁舎前  保健福祉センター内）

蕁43－2240　蕭43－2676

わたしたちが、総合的な支援を行います

地域包括支援センター

社会福祉士

保健師 主任ケアマネジャー

連携・共同
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集

講
演「

出
産
・
育
児
か
ら
再
就
職
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〝
あ
な
た
の
○

年
後
…
、
理
想
の
実
現
に
向
け

て
〞
」

講
師
　
人
・
み
ら
い
研
究
所

　
　
　
代
表
　
筒
井 

典
子
さ
ん

日
時
　
８
月

２０
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

場
所こ

う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
ソ
ー
レ
」

　（
高
知
市
旭
町
３
―
１
１
５
）

対
象

　
再
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

参
加
料
　
無
料

＊
無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
。（
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

＊
再
就
職
の
た
め
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。
　

　○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　（
財
）２１
世
紀
職
業
財
団

　
高
知
事
務
所

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
２
６
６
７

　
高
知
県
で
は
、
視
覚
に
障
が
い

が
あ
る
方
な
ど
に
対
し
て
音
声
ソ

フ
ト
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

方
法
を
指
導
で
き
る
、
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
（
無

料
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
９
月

１２
日（
土
）〜

１３
日（
日
）

　
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

場
所

　
高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
高
知
市
旭
町
２
―

２１
―
６
）

対
象
者

　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
基
本
的
な
操

作
方
法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
方
法
が
わ
か
る

１８
歳
以
上
の
方

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
が

あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
継
続
し
て
活
動
で
き
る
方

募
集
人
員
　

１０
人

お
申
し
込
み
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、８
月
１
日（
土
）

〜
８
月

３１
日（
月
）ま
で
に
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
リ
ー

　
ス
ペ
ー
ス
・
び
ー
ね
っ
と

　
)be-net@

be-net.net

 
蕁
０
９
０
―
７
７
８
７
―
９
０
７
６

　
財
団
法
人
暴
力
追
放
高
知
県
民

セ
ン
タ
ー
で
は
、
暴
力
団
対
策
法

に
基
づ
き
、
高
知
県
公
安
委
員
会

か
ら
委
託
を
受
け
て
、
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
要
求
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
各
事
業
所
を
対
象

に
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
９
月

２８
日（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
半
〜
午
後
４
時
半

場
所
　
四
万
十
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

　
高
知
弁
護
士
会
民
事
介
入
暴
力

対
策
委
員
会
弁
護
士
や
警
察
官
、

当
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
り
、
不
当

要
求
の
対
応
に
関
す
る
指
導
や
助

言
、
実
践
的
な
講
習
な
ど
を
行
い

ま
す
。

※
参
加
の
際
は
、
責
任
者
を
選
任

の
う
え
、
責
任
者
選
任
届
出
書

を
公
安
委
員
会
（
事
務
所
を
管

轄
す
る
警
察
署
）
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
講
習
終
了
後
、「
暴

力
団
排
除
宣
言
事
業
所
」
ス
テ

ッ
カ
ー
を
配
布
、「
受
講
修
了
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
財
団
法
人
暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―
８
７
１
―
０
０
０
２

（
財
）
２１
世
紀
職
業
財
団

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
）

財
団
法
人
暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー

不
当
要
求
防
止
責
任
者
講
習

防衛省 平成21年度各種自衛官採用試験
募集種目 受付期間 1次試験期日 受験資格など 試験会場

看護学生
（看護師養成）

9月7日～10月2日 10月24日（土） 高知市内

一般曹候補生
（非任期制自衛官）

～9月11日

09月19日（土） 四万十市内

航空学生
（パイロット養成） 09月23日（水） 高知市内

女子

男子

～9月11日 09月28日（月）

2等陸海空士
受付中

09月17日（木）
09月24日（木）
10月01日（木）

※3日間の内1日指定

高知市内

※防衛大学校の推薦試験の受付は9月5日～9日です。定型の申込用紙（学校長の推薦書など）があります
　ので事前にご連絡ください。　【お問い合わせ】自衛隊四万十地域事務所　蕁35－3096

・18歳以上27歳未満
（平成22年4月1日現在）
・学歴制限なし
・任期制自衛官で任期満了時

に特例退職手当があります。
・18歳以上27歳未満

（平成22年4月1日現在）
・学歴制限なし

・21歳未満
（平成22年4月1日現在）
・高卒（見込み含む）
・24歳未満

（平成22年4月1日現在）
・高卒（見込み含む）

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
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県
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
や
、

県
民
生
活
に
関
係
の
深
い
事
業
な

ど
に
つ
い
て
、
県
庁
職
員
が
皆
さ

ん
の
地
域
に
お
伺
い
し
、
ご
説
明

と
意
見
交
換
な
ど
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
高
知
県
で
新
た
に
始
ま
っ
た
「
産

業
振
興
計
画
」
に
関
す
る
も
の
や
、

少
子
化
対
策
、
南
海
地
震
、
地
球

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
な
ど
、

５１

の
テ
ー
マ
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
高
知
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
「
●
県
政
出
前
講
座
」
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、「
県
政
出

前
講
座
テ
ー
マ
一
覧
」
の
中
か
ら
、

関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
れ
な
い
方
は
、
県
広
報
公

聴
課
ま
た
は
、
黒
潮
町
役
場
本
庁

総
務
課
企
画
振
興
係
﹇
蕁
４
３
―

２
１
７
７（
直
通
）﹈
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。）

　
参
加
人
数
が

２０
〜

３０
人
程
度
の

集
会
、
グ
ル
ー
プ
（
自
治
会
、
学

校
、
地
域
の
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
政
治
的
活
動
、
宗
教
活
動
や
営

利
、
要
望
、
苦
情
、
交
渉
を
目

的
と
す
る
も
の
は
対
象
外
。

　
午
前

１０
時
〜
午
後
８
時
（
土
日
・

祝
日
は
午
後
５
時
）
で
希
望
の
日

時
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
質
問
・
意
見
交
換
時
間
を
含
め
、

１
時
間
〜
１
時
間

３０
分
程
度
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
県
職
員
が
お
伺
い
す
る
た
め
の

経
費
は
無
料
で
す
。
会
場
は
皆
さ

ん
で
ご
用
意
・
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
１
カ
月

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
高
知
県
広
報
広
聴
課

　
〒
７
８
０
―
８
５
７
０

　（
高
知
市
丸
ノ
内
１
―
２
―

２０
）

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
８
９
８
 

　
)111301@

ken.pref.kochi.lg.jp

　http://w
w

w
.pref.kochi.lg.jp/

　
磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ

い
て
は
、
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め

「
禁
止
期
間
」
や
「
体
長
な
ど
の

制
限
」
「
採
捕
す
る
漁
具
・
漁
法

の
制
限
」
が
、
高
知
県
漁
業
調
整

規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
こ
れ
に
違
反
し
て
採
捕
し
た
人

は
、
高
知
県
漁
業
調
整
規
則
違
反

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
違
反
し
て

採
捕
し
た
漁
獲
物
や
、
そ
の
製
品

を
所
持
・
販
売
し
た
場
合
に
も
同

規
則
に
よ
り
、
懲
役
や
罰
金
な
ど

の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
町
内
で
も
密
漁
が
横
行
し
、
昨

年
は
、
監
視
を
し
て
い
た
漁
業
関

係
者
と
中
村
警
察
署
と
の
連
携
に

よ
り
、
摘
発
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

※
採
補
期
間
内
で
あ
っ
て
も
漁
業

協
同
組
合
員
以
外
の
方
は
無
断

で
採
捕
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
大
方
総
合
支
所

 
産
業
振
興
課 

水
産
振
興
係

 
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

 
海
洋
農
林
課 

水
産
商
工
係

 
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

「
県
政
出
前
講
座
」

県
政
出
前
講
座
っ
て
？

ど
ん
な
テ
ー
マ
が
あ
る
の
？

誰
で
も
申
し
込
め
る
の
？

い
つ
で
も
開
催
で
き
る
の
？

お
金
は
い
る
の
？

申
し
込
み
方
法

台風シーズンに備えましょう台風シーズンに備えましょう

お
知
ら
せ

貴
重
な
水
産
資
源
を
保
護
し
ま
し
ょ
う漁業者と中村警察署による監視活動

採捕期間などが定められている水産動植物

名     称 禁止期間 大きさ

いせえび 5／1～9／15 体長13cm以下

あわび 9／1～翌年3／31 殻長 9cm以下

とこぶし・あなごう 9／1～翌年3／31 殻長 3cm以下

さざえ �9／1～翌年3／31

てんぐさ類 �9／1～翌年2／末

ふのり 10／1～翌年2／末

あらめ 10／1～翌年6／30 

　風でテレビアンテナが倒れたり、看板やトタン板などが飛ばないか、点検しておき
ましょう。また、ビニールハウスが飛んだり、樹木の枝が折れかかったりして、停電
の原因にもなりますので、家の周りも点検しておきましょう。停電に備えて懐中電灯
やトランジスターラジオの準備はできていますか？台風が過ぎ去った後で切れた電線
や垂れた電線があれば触らないようにして、電力会社へ連絡しましょう。

財団法人 四国電気保安協会 高知支部 中村事業所　蕁34－6431
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高
知
県
統
計
協
会
が
発
行
す
る

「
２
０
１
０
年
版
県
民
手
帳
」
の

購
入
予
約
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

価
格（
税
込
み
）

・
ポ
ケ
ッ
ト
版
（
８
×

１２
㎝
）

　
４
５
０
円

・
デ
ス
ク
版
（

１３
×

２１
㎝
）

　
７
５
０
円

内
容

（
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
２
０
１
０
年
と
２
０
１
１
年
の

カ
レ
ン
ダ
ー
、
月
間
表
、
週
間
表
、

県
内
の
主
な
行
事
、
度
量
衡
の
換

算
表
、
国
内
郵
便
料
金
表
、
印
紙

税
額
一
覧
、
高
知
県
で
特
に
注
意

す
べ
き
災
害
に
つ
い
て
、
パ
ス
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
、
親
族
・
親
等
表
、

年
齢
早
見
表
、
大
阪
と
東
京
の
路

線
図
、
そ
の
他

申
し
込
み
期
限

　
９
月

１８
日（
金
）

　
午
後
５
時

３０
分
ま
で

○
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
総
務
課
　

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
と
健
全
な
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

浮
津
地
区

伝
統
芸
能
備
品
な
ど
を
購
入

　
浮
津
地
区
で
は
、
地
元
住
民
に

よ
っ
て
代
々
継
承
し
て
き
た
年
２

回
の
祭
り
を
、
今
後
も
引
き
続
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
輿
と
法

被
、
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

「
県
民
手
帳
」の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

平
成
２１
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
を
実
施
し
ま
し
た

2年間、ありがとう！ Kalen Leech－Porterさん2年間、ありがとう！ Kalen Leech－Porterさん
ケイレン リーチ ポーターケイレン リーチ ポーター

　平成19年8月5日～今年8月4日までＡＬＴ（外国語指導助手）として、大方地域を中心に、小・中学
校や地域で子どもたちのために楽しく外国語に触れる環境をつくってくれました。本当に、ありが
とうございました。
　初めての日本での生活も、毎日楽しんで、充実した日々を過ごせていた様子でしたね。
　ＡＬＴ終了後は、母国カナダに帰国し、大学で今以上の学問に励むとのことです。
　これからのケイレンさんの活躍をみんなで期待しています。また、日本に、黒潮町に遊びに来て
くださいね☆

第45回衆議院議員総選挙・第21回最高裁判所裁判官国民審査
※投票日当日に投票所へ行けない方は期日前投票をしましょう。
【期日前投票期間】
　8月19日（水）～8月29日（土）
【場所および時間】
　・保健福祉センター 1階会議室（役場大方庁舎前）午前8時30分～午後8時
　・役場佐賀庁舎 1階町民室　                   午前8時30分～午後6時

お問い合わせ　黒潮町選挙管理委員会　蕁43－2825（直通）

投票日8月30日豸投票日8月30日豸投票日8月30日豸
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情
報
通
信
基
盤
整
備
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

事
業
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

連載笙

　
黒
潮
町
で
は
、「
地
デ
ジ
対
策
」

を
始
め
と
し
て
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
ゼ
ロ
地
域
解
消
対
策
」「
行
政
・

防
災
情
報
の
周
知
対
策
」「
携
帯

電
話
不
感
知
地
域
対
策
」
を
事
業

の
柱
と
す
る
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
実
施
設
計
書

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
今
後
の
予
定
で
は
、
９
〜

１０

月
頃
に
工
事
を
発
注
し
、
本
格
的

な
工
事
に
入
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

主
に
拠
点
施
設
や
幹
線
伝
送
路
網

の
整
備
を
中
心
に
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。

　
な
お
、
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は

下
記
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
と
平
行
し
て
共
架

の
調
査
に
つ
い
て
も

１０
月
末
ま
で

の
予
定
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
共
架
の
調
査
は
、

こ
の
事
業
の
光
ケ
ー
ブ
ル
を
既
存

の
電
柱
に
架
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

の
調
査
で
、
各
部
落
（
地
域
）
で

行
う
予
定
で
す
。

　
調
査
に
関
し
て
は
、
車
両
を
路

肩
に
停
車
し
た
り
、
電
柱
に
登
っ

た
り
し
て
行
う
こ
と
と
な
り
、
皆

さ
ん
に
ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
事
業
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り
平
成

２３

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
事
業
の
完

了
を
目
指
し
て
お
り
、
来
年
度
以

降
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
ケ
ー
ブ
ル

を
引
き
込
む
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

は
、
事
業
が
完
了
す
る
平
成

２３
年

度
中
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
、

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
地
域
か
ら
順
次
テ
ス
ト
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
か
検
討

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

共架調査の作業員について共架調査の作業員について
黒潮町情報通信基盤整備事業のため10月末までの
予定で各地区の電柱を調査する予定となっています。

調査員は「委託業務名：黒潮町情報通信基盤整備事業実

施設計業務委託」と記載された身分証明書を携帯しています。

調査車両は「業務名：黒潮町情報通信基盤整備事業、発

注者：黒潮町役場」と記載したステッカーを貼付けています。

　情報基盤整備事業の推進に併せて、特定非営利活動法人
ＮＰＯ砂浜美術館に、相談員設置事業を委託いたしました。
■相談事業
・情報通信基盤整備事業がスムーズに推進できるように、

行政と住民の間に立った連絡調整を行っています。
・情報通信基盤整備事業についてのトラブルなどの相談を

受けた場合は、問題解決の手助けを行います。
■町内の調査事業
・各地区に出向いて聞き取り調査を行っています…地上デ

ジタルテレビ放送、インターネット、携帯電話、防災告知、
行政情報などの実情についてお話をうかがいます。

・各地区に出向いてデジタルビデオカメラなどで撮影を行
っています…各地区の魅力を見直して「地元の宝物」を
発掘します。また、各地区の魅力を伝える映像資料とし
ていきます。

スタッフ3名が対応します。よろしくお願いします。
■連絡先
　特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館　TEL43－0880

安心・安全・快適な黒潮ネットワーク整備事業について事業スケジュール

■平成21年度
  ～10月　
・共架の調査、各地域で電柱などの調査

9～10月　
・工事着手、拠点施設および幹線伝送路の

整備

■平成22年度
・支線伝送路などの整備
・各戸への引き込み工事　など

■平成23年度
・支線伝送路などの整備
・各戸への引き込み工事　など

■本事業に関するお問い合わせ
役場本庁総務課 情報推進係 蕁43－2188
※事業に関することについてお気軽にお問

い合わせください。
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７
月
は
親
子
で
楽
し
く
交
流
し

な
が
ら
、
七
夕
飾
り
を
作
り
、
プ

ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
　

　
８
月
も
夏
の
遊
び
を
充
分
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
出
か
け
広
場

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分
）

　
８
月
４
日（
火
）
水
遊
び

　
８
月
１８
日（
火
）
水
遊
び

　
場
所
／
横
浜
保
育
所

　
８
月
１１
日（
火
）
ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分
）

　
８
月
５
日（
水
）
水
遊
び

　
８
月
１２
日（
水
）
水
遊
び

　
８
月
１９
日（
水
）
水
遊
び

　
８
月
２６
日（
水
）
水
遊
び
　
　

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
蕁
４
３
ー
０
５
１
２

8
月
の
予
定

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

大
方
図
書
館

5・6月貸出ベストランキング
１．暴雪圏　　　　　　　　　　　佐々木　譲／著（大方・佐賀）
２．疑心　　　　　　　　　　　　今野　　敏／著（大方・佐賀）
３．極北クレイマー　　　　　　　海堂　　尊／著（大方・佐賀）
４．砂冥宮�　　　　　　　　　　　内田　康夫／著（大方・佐賀）
７．パラッドクス１３� 　　 東野　圭吾／著（大方・佐賀）
６．運命の人１　　　　　　　　　山崎　豊子／著（大方・佐賀）
７．英雄の書　上　　　　　　　　宮部みゆき／著（大方・佐賀）
７．鏡の顔　　　　　　　　　　　大沢　在昌／著（大方・佐賀）
７．私立探偵・麻生竜太郎　　　　柴田よしき／著（大方）
７．臨床真理　　　　　　　　　　柚月　裕子／著（大方・佐賀）

※（カッコ）内は所蔵館

※上映内容が変更する場合があります。ご了承ください。
上映会場：大方あかつき館１Ｆレクチャーホール
入場料：無料  

夏休み映画上映祭

◆
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出
開

始
日
か
ら
２
カ
月
間
は
１
週
間

の
貸
出
期
間
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書
カ
ー

ド
の
発
行
は
受
付
で
行
っ
て
い

ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は
で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

佐
賀
図
書
館

8月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 1 1
笆 3 4 5 6 7 8

9月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 3 4 5
笞 7 8 9 10 11 12

笶 10 11 12 13 14 15
筅 17 18 19 20 21 22
筬 24 25 26 27 箍 29
箚 31 26 27 28 箜 30

8月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 1 1
2 笳 4 5 6 7 8

9月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 3 4 5
6 笵 8 9 10 11 12

9 筐 11 12 13 14 15
16 筵 18 19 20 21 22
23 筮 25 26 27 箍 29
30 箋 26 27 28 箜 30

 
県
で
は
、
良
好
な
景
観
や
風
致

維
持
、
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防

止
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
条
例
を

定
め
て
い
ま
す
。
９
月

１０
日
の
「
屋

外
広
告
の
日
」
に
は
、
県
内
一
斉

に
条
例
違
反
の
広
告
物
撤
去
と
、

ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
ま
た
こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん

の
会
社
や
商
店
で
設
置
し
て
い
る

看
板
（
屋
外
広
告
物
）
が
ル
ー
ル

ど
お
り
か
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に

飛
散
や
倒
壊
の
恐
れ
が
な
い
か
点

検
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

 
幡
多
土
木
事
務
所 

維
持
管
理
課

蕁
３
４
―
５
２
２
２

　
県
庁
都
市
計
画
課
Ｈ
Ｐ（
屋
外
）

http://w
w

w
.pref.kochi.lg.jp/s

oshiki/171701/

あ
な
た
の
看
板
は
大
丈
夫
で
す
か
？

〜
９
月
１０
日
、違
反
広
告
物
を
一
斉
撤
去
し
ま
す
〜

午前10：00～ 午後 2：00～
8／21（金） ちびまる子ちゃん ウオーリー
8／22（土） つるにのって ワンピース
8／23（日） ゲゲゲの鬼太郎 おくりびと
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○お問い合わせ／大方総合支所 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）　　佐賀総合支所 まちづくり課 水道環境係　蕁55－3700（直通）

月

8

9

日
自　　至

10～13
14
15
16

17～23
24～30
31
1～6
07～13
14～20

水道給水工事指定店 当番一覧表
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター

拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

吉 本 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

保
管
物
件（
通
貨
・
証
券
な
ど
）

の
返
還
に
つ
い
て

Q7

裁 判 員 制 度

裁判員制度シリーズ笵

裁
判
員（
候
補
者
）は
、

ど
こ
の
裁
判
所
に
行
く
の
で
す
か
？

【お問い合わせ】高知地方裁判所 蕁088－822－0340

　
税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
か

ら
お
預
か
り
し
た
次
の
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

◆
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
が
上
陸
港
の
税

関
に
預
け
ら
れ
た
通
過
・
証
券

な
ど

◆
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券

な
ど
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ

た
も
の
。

　
返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
だ

け
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
税

関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
税
関
支
署

（
高
知
市
桟
橋
通
５
―
４
―

５５
）

　
蕁
０
８
８
―
８
３
２
―
６
１
３
１

　
蕭
０
８
８
―
８
３
２
―
６
１
３
２

　kouchi@
kobe-custom

s.go.jp

　
須
崎
出
張
所

　
蕁
蕭
０
８
８
９
―
４
２
―
０
３
３
３
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
夏
。
こ
の
一
文
字
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
想
い
が
馳
せ

て
い
き
ま
す
。
帰
省
、
花
火
、

す
い
か
、
海
水
浴
…
。
と
書

き
ま
し
た
が
、
８
月
７
日
は

旧
暦
で
は
立
秋
で
す
。

　
何
故
未
だ
に
旧
暦
を
使
う

こ
と
が
あ
る
の
か
考
え
た
と

こ
ろ
、
農
業
と
の
か
か
わ
り

が
大
き
い
た
め
と
、
以
前
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
も
農
業
は
漁
業

と
並
び
、
主
力
産
業
の
一
つ

で
あ
り
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
し
め
じ
、
花
き
、
さ
と
う

き
び
、
ら
っ
き
ょ
う
、
み
か

ん
類
、
に
ら
な
ど
は
有
名
な

と
こ
ろ
で
す
が
、
菜
種
、
ど

く
だ
み
、
楮（
こ
う
ぞ
）、
柚

子
、
七
立
栗
、
ハ
ー
ブ
な
ど

な
ど
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
作

物
が
、
町
内
で
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
と
り
ど
り
の
美
味
し

い
食
材
が
テ
ー
ブ
ル
を
に
ぎ

わ
す
、
現
代
版
の
秋
ま
で
も

う
す
ぐ
で
す
。
暑
い
日
が
続

き
ま
す
が
、
地
産
地
消
で
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
つ
な
が
り
で
、
も
う

ひ
と
閑
話
。

　
来
年
２
月
１
日
に
「
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
と
い
う
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
農

業
、
林
業
を
営
ま
れ
て
い
る

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
ね
）

編
集
子

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

佐野　邑斗くん
〈平成20年12月31日生まれ〉

元気に大きくなってね。

かん たゆう と な な こ ひなた

宮川　寛太くん
〈平成20年7月13日生まれ〉

いつも家族を幸せにして
くれてありがとう☆

松尾　梛七子ちゃん
〈平成20年8月24日生まれ〉

やさしい気持ちで大きく
なってね。

秋田　陽向ちゃん
〈平成21年2月6日生まれ〉

元気に育ってね。

森岡　優斗くん
〈平成18年1月24日生まれ〉

元気に大きくなってね！

喜多　礼恩くん
〈平成20年9月3日生まれ〉

元気に大きくなってネ蟋

りん ねれ おんゆう と

和泉　凛音ちゃん
〈平成20年9月19日生まれ〉

やさしい女の子になってね。

北郷の納涼祭 晩ごはん食べに来
たや!!北郷の納涼祭

場　所／北郷小学校グラウンド（大屋敷）
日にち／８月２２日（土）午後６時～ 
■午後６時～　ごはんタイム・出店
■午後７時～　盆踊り
■午後８時～　打ち上げ花火

北郷地域代表 大屋敷区長　蕁43－1841
※駐車スペースが少ないので乗り合わせでお越し下さい。

シーサイドギャラリー2009シーサイドギャラリー2009
場　所／砂浜美術館（入野の浜）
日にち／８月１５日（土）
■午後１時～　砂浜投げキッス
■午後６時～　砂浜ヨガ・フラダンス・盆踊り
■午後８時４０分～　打ち上げ花火

ＮＰＯ砂浜美術館　蕁43－4915

踊り子＆太鼓の

たたき手募集中！！

佐賀分館盆行事佐賀分館盆行事
場　所／役場グラウンド（役場佐賀庁舎前）
日にち／８月１４日（金）午後７時～ 
盆踊り（鳴子踊り、新佐賀音頭、よいやせ、
コッパ、河内男節、鹿島一声）

教育委員会　蕁55－3190

さが谷の夏まつりさが谷の夏まつり
場　所／佐賀温泉広場（拳ノ川）※温泉はお休み。
日にち／８月２３日（日）
　　　　午後２時～午後７時 

佐賀北部地域協議会 事務局　蕁55－3115

祭りの詳細や出店

募集はチラシでお

知らせします。

里山にでっかい
花火を打ち上
げます★★

地域ならではの踊りを
みんなで楽しもう！
佐賀分館のみんなには
お楽しみ抽選会が★

く
ろ
し
お
っ
子
写
真
募
集
中
!!

　
お
気
に
入
り
の
写
真
を
掲
載
し

ま
せ
ん
か
？

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
　

総
務
課
　

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７


